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なぜ勉強するのか？

• これに答えるのはとても難しい

• 自分の高校時代にこれが一番気にかかった

• 役にたつからか？

• 面白いからか

• 将来のーーーーー

• 何とかのーーーー

たぶん違う！











• ノーベル賞輩出

• 試験監督のいない学校

• クレイジーな課外活動「百キロ徒歩」

• そこそこの大学受験結果，SSH

• 綺羅星の卒業生：

　　吉田昌邦（福島第一原発所長）

　　高学歴芸人（ロザンなど）

※地学実習＆基礎４科目×２単位が必修！



生徒の最近の傾向

⇒　一見理想的な教育環境に見える

• 近年目立つもの（印象，データなし）

　　塾（予備校）に通う生徒の増加

　　行事の中心を担う生徒の減少

　　クラブに参加する生徒はあまり変わらない．

• 　AO＆推薦入試を選択する生徒の増加

• 　進路を何で決めるか？

⇒決まった「乗り物」には乗るが，無駄やリスクを
避ける傾向が強まる



生徒の考え　vs.　私の考え
どれが一番楽な道なのか？ 　　そりゃ結果的に楽な道はあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るだろう        
                            
最小の努力で最大の成果　　　　でもそれは決して
をつかみたい！　　　　　　　　　　あらかじめわからな
い！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
            

There are two paths you can go by,  but in the long 
run. 　　　　　　–-Stairway to heaven by Led 
Zeppelin
                                                            



底にあるもの：

• サービス業としての「学校の＜消費産業＞化」：

• 「金を払っている：等価としてのサービスを要求」

　⇒楽しい＆わかりやすい授業を提供すべし

　→金を払っているのにしんどいことを強いるのか！

　⇒できるだけ楽をして目的（大学受験，自分の生活基盤形
成）を果たしたい．

　⇒（親の側からは）投下資本の効率回収（「教育を経済学
で考える」　小塩隆士，2003）



最適解幻想
• 強い非線形システムでもおそらく「最適解」は存在するが，それをあらかじめ

「予測」することはできない．

     （例）サッカー日本代表の本田が相手ボールをカット，前を向いてドリブルに
入る．左サイドを香川が，右に清武が駆け上がる．前で前田が相手DFと駆け
引きをしているのが見える．

　　本田の選択肢：

①　自分であくまでドリブル突破をはかる

②　ワントップの前田にとりあえずバスを出す．

③　左の香川にパスを流す．

④　右の清武にパスを流す．

⑤　後ろの遠藤に一旦戻す．etc.



ファイナル・ディシジョン

• この選択を本田はおそらく，コンマ何秒のオー
ダーで意思決定する．

　　結果として，あとでどれが「最適解」であっ
たかは分析が可能．しかし後付．

　※予測が不可能なら，何もしなくていいいと
はならない．W杯で優勝するために

　　日本代表は必死で練習している！



進路を選ぶのは？（文系高３生，約35名）



よくある誤解（2002年地震学会秋季大会発表より）

• 個性化・多様化はよいことか？　＜強制の必然＞

• 楽しい理科は本当か？　　＜funからinterestへ
＞

• やればできるか？　＜能力と学力をめぐる神話＞

• クラスの団結？　　　　　　　＜団結から協同
へ＞

• 教えすぎ（親切）はよいことか？　＜ストイックに＞



通常の対応
• 理想の教育論

• 精神主義：夢と希望と頑張りと---

• 懐古主義：昔に戻れ！

• 古い学校文化によれ

• 自由競争・市場原理が悪い

• グローバル化批判

• IT化批判

⇒教育については誰でも一言もっている！



教育におけるデータと理論
• 時代は変わっている！

• マーケティングの努力（市場から学ぶ）

• データを元に考える（教育の科学化）

• 評価法の「評価」（数値化と限界）

• 市場経済（グローバル化）と教育

• Web2.0と教育（ロングテイルの衝撃）

• 非線形の特性をどうみるか

⇒いかに市場で生き残る＜教育＞を編み出すか



未来の教育へのヒント（その１）

• 20世紀の日本（失われた10年）で成功したシ
ステム

　　Ｊリーグ

　　Ｌｉｎｕｘ Ｃｏｍmｕｎｉｔｙ（オープンソース運動）

共通する性質

　・Ｇｌｏｂａｌ 基準

　・情報公開（馴れ合い＆権威の排除）

　・ボランティアベース



未来の教育へのヒント（その２）
• 多様性に拠れ（なぜ熱帯雨林を守るのか）

• Ｊｕｎｋ ＤＮＡ（97%の壮大な無駄と冗長）

• 「千日回峰行」＆「我に七難八苦を与えよ」

　（効率主義の彼方へ，あるいは　Stay Foolish！）

• ＴＣＰ／ＩＰの成功（約束事は最小に）

• Ｒｏｂｕｓｔ　と　Ｆｒａｇｉｌｅ（Ｆ22の強さ）

• Khan Academyの実験（未来の学校）
• According to Cathy N. Davidson, co-director of the annual MacArthur 
Foundation Digital Media and Learning Competitions, fully 65 percent of 
today’s grade-school kids may end up doing work that hasn’t been invented 
yet.

• 覚悟と禁欲主義（哲学と宗教と人間）



ご清聴ありがとうございました！



複雑系科学から学ぶこと

・自然や社会のシステムの予測不可能性

・人間の脳こそが複雑系の好例

・システムサイズのカタストロフの可能性

・リスクは０にはできない．

・長期にわたって影響する経験や記憶

・福岡伸一「世界は分けてもわからない」

・数値化できないコツやセンス（勘）

・芸事の世界：師匠と弟子

・未来が分からないから面白い！



・97%を占める　Junk DNA

・冗長さと意味のない繰り返し？

・Junkは本当に役に立たないのか？

・最適化の権化としての生物

・粘菌ネットワーク，遺伝的アルゴリズム（GA）

・学問や教育における効率化：『最適解幻想』 

・生物大量絶滅とDNA

・生き残る知恵としてのJunk？ 

・生物多様性の本当の意義

ヒトDNAから学ぶこと



我々（人間）の存在は偶然か必然か

• 「斉一説」Uniformitarianism by Hutton & Lyell

• 「激変説」 Catastrophism by Cuvier

　 以前は斉一説（必然＆漸変）が優勢だった

• 1980年以降：かなりの偶然に支配されたのではないかという事例が

増えてきた（偶然＆激変）

• 1980’s Alvarez’s K-T Impact（恐竜絶滅）&

　Gould “Wonderful Life”（バージェス動物群）

• 1990’s Snowball Earth （全球凍結仮説） & Complex system 

sciences（複雑系科学）

• 2000’s Giant Impact Hypothesis（月の起源）& Late Heavy 

Bombardment（後期重爆撃期）



10種類の高分子を含み、触媒作用の確率が100万分の1であるような単純

な系は、単に生命をもたない分子の集合でしかない。10種類の分子は、これ

らの 分子間で起こりうるどの反応に対しても触媒となりえないことは、ほぼ

確実である。非常にゆっくりとした自発的な化学反応を除けば、この活性の

ないスープの 中では何も起こらない。分子の多様性と原子の複雑さが増加

するにつれて、それらの間の反応が、次々と触媒作用を受けるようになる。そ

の系の構成要素自身か ら触媒作用を受けるのである。多様性が閾値を超え

ると相転移が起こり、触媒作用を受けた反応の巨大な織物が「結晶化」する。

触媒作用を受けた反応がなす部 分グラフは、つながっていないクラスターを

数多くもっている状態から、巨大なクラスターと孤立したいくつかの小さなク

ラスターをもつ状態へと変化する。

　　スチュアート・カウフマン『自己組織化と進化の論理―宇宙を貫く複雑

系の法測』

多様性の本当の意味



“Samurai in 16th cent.”: more harsh fate for me!

Brave samurai in 16th century named 

“Shikanosuke Yamanaka” said:

願はくは、我に七難八苦を与え給へ

“Give me 7 defects and 8 agonies!”

The ancient Japanese were so 

patient and stoic !! -----

プルーフ
(科学のもり)！



In 21st Century, the stoic sprit still remains--.

Marathon pilgrimage called 

“Sennichi-Kaiho-Gyo” which 

is an extreme harsh work for 

a thousand days where a 

trainee priest, running in 

deep forests everyday 

carrying a knife for suicide. 

Finally he prays in a temple 

with no sleep, food or drink 

for almost nine days. His 

holy spirit is dedicated for 

Buddha only. 

百キロ徒歩！！



次世代へのキーワード（今の私のテーマ）
・複雑系教育学「とりわけ脳科学の成果」

・悲観主義から楽観主義へ

・記憶と経験の「千日回峰行」：無駄な努力のすすめ

・我にSeｖen Tｒials and Eight Thinkingsを与えよ！

・教育における「効率化教育原理」？

・差異ドライビングから多様性のプールへ

・2000年代以降のロングテール現象

・RobustnessとFragile

・ある種の覚悟と禁欲主義

・ピラミッドからWebへ



まとめ
・アフリカと日本の好対照

・地球史が教える生命，そして我々の存在

・経験と機会(Opportunity)を与える本校SSH

・効率至上主義への疑い

　　 ⇒自分の手で確かめる・本物主義

　　 ⇒無駄の効用・急がば回れ・『塞翁が馬』

　　 ⇒未来がわからないから面白い

・『多様性』（虹の国）⇒　未来への希望

・若者を信じること

・心理学者岸田秀の言葉「花を愛する---」

・シニアバックパッカーとして，いざ世界へ！
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